
集特

未
来
に
向
か
っ
て
日
本
の
森
を
活
か
そ
う

森
林
・
林
業
再
生
元
年

2011国際森林年

●国際森林年ロゴマーク
人々の居住環境や食料・水等の供給、生物多様性保全、気候変動緩和といった森林の多面的機能が、人類の生存に欠かせないものであ
ることを訴えるデザインで、「Forests for People（人々のための森林）」というテーマを伝えるものです。世界の森林の持続可能な経営、保
全等における人間の中心的役割を称えています。

国際森林年の国内テーマ

森
を
歩
く

手続きはこちらから→ http://www.mori-zukuri.jp/contents/kokusai/

ロゴマークを使用するには、国連森林フォ一ラムのホーム
ページから英文で「責任免除書」を送付する手続きが必要です
が、フォレスト・サポーターズに登録すると日本語による簡単
な手続きで使うことができます。フォレスト・サポーターズの
登録画面から、必要事項への同意及び活動宣言の書き込みを
行って取得して下さい。名刺やポスターなどにお使い下さい。

口ゴマークは簡単に入手できます
※「情報（普及啓発）としての使用」に限られます
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2011国際森林年集特

　

前
回
１
９
８
５
年
の
森
林
年
以
降
、
世
界

の
森
林
を
と
り
ま
く
状
況
に
は
新
た
な
展
開

が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル

で
開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト（
リ
オ
・
サ
ミ
ッ

ト
）に
お
い
て
、
森
林
の
保
全
と
持
続
可
能

な
経
営
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
２
０
０
６
年
12
月
の
国
連
総

会
に
お
い
て
２
０
１
１
年
を
国
際
森
林
年
に

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
に
対

す
る
世
界
の
市
民
の
理
解
と
参
加
を
促
す
た

め
、
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
）が

中
心
と
な
り
、
世
界
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
広
報
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

我
が
国
の
国
内
テ
ー
マ「
森
を
歩
く
」は
、

国
民
に
よ
る
森
林
へ
の
理
解
の
入
口
と
し
て
、

容
易
に
参
加
で
き
る
具
体
的
な
行
動
を
提
案

す
る
も
の
で
す
。
国
民
が
森
林
を
訪
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
森
林
と
の
き
ず
な
を
取
り
戻
す

と
と
も
に
、
森
林
へ
の
理
解
と
参
加
の
高
ま

り
が
、
林
業
を
含
む
地
域
産
業
へ
波
及
す
る

こ
と
も
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
は
、「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
」の
実
施
元
年
で
も
あ
り
ま
す
。「
森
林
・

林
業
再
生
元
年
」を
契
機
に
、
次
代
に
豊
か

な
森
を
引
き
継
ぎ
、
く
ら
し
の
中
に
木
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
進
む
よ
う
期
待
を
込
め
て
、

再
生
元
年
と
併
せ
て「
未
来
に
向
か
っ
て
日
本

の
森
を
活
か
そ
う
」と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設

け
て
い
ま
す
。

　昨年12月18日、「2010国際生物多様性年」から今年の
『2011国際森林年』に引き継ぐブリッジングセレモニーが石
川県立音楽堂邦楽ホール（金沢市）で開催されました。この
式典は国際生物多様性年クロージングセレモニーに続いて
開催されたもので、スピーチに立った鹿野農林水産大臣
は、国際森林年の活動が世界レベルで展開され、持続可

能な森林経営が推進されるよう、期待を述べました。
　生物多様性の保全は、森林の多面的機能の１つです。
森林の整備・保全の推進に国民の理解が深まり、健全な
森林が増えていくことは生物多様性の保全に大きく寄与し
ます。昨年の盛り上がりが更に大きくなるよう、国際森林
年の取組を推進していきましょう。

2011国際森林年の趣旨

国際森林年ブリッジングセレモニー
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赤
池　

学

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
所
長
）

天
野　

礼
子

	

（
作
家
）

飯
塚　

昌
男

	

（
日
本
林
業
協
会
会
長
）

出
井　

伸
之

	

（
美
し
い
森
林
づ
く
り
全
国
推
進
会
議
代
表
）

内
山　

斉

	

（
日
本
新
聞
協
会
会
長
）

草
野　

満
代

	

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

坂
本　

龍
一

	

（
音
楽
家
、モ
ア
ト
ゥ
リ
ー
ズ
代
表
）

佐
々
木　

毅

	

（
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
）

C
. 

W
. 

ニ
コ
ル

（
C
. 

W
. 

ニ
コ
ル
・
ア
フ
ァ
ン
の
森
財
団
理
事
長
）

仁
坂　

吉
伸

	

（
和
歌
山
県
知
事
）

沼
田　

早
苗

	

（
写
真
家
）

速
水　

亨

	

（
速
水
林
業
代
表
取
締
役
社
長
）

広
瀬　

道
貞

	

（
日
本
民
間
放
送
連
盟
会
長
）

宝
月　

岱
造

	

（
日
本
森
林
学
会
会
長
）

三
村　

明
夫

	

（
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協
議
会
会
長
）

宮
林　

茂
幸

	

（
東
京
農
業
大
学
教
授
）

養
老　

孟
司

（
日
本
に
健
全
な
森
を
つ
く
り
直
す
委
員
会
委
員
長
）

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

外
務
省　

環
境
省　

観
光
庁

　

12
月
16
日
、
国
際
森
林
年
の
活
動
を
推
進
す

る
国
内
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
各
界
の

著
名
人
が
名
を
連
ね
た
第
１
回
会
合
で
は
、
国
際

森
林
年
の
趣
旨
や
世
界
や
我
が
国
の
森
林
の
状

況
や
課
題
等
を
林
野
庁
か
ら
説
明
し
た
後
、
取

組
の
方
向
や
国
内
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は

・
流
通
か
ら
製
造
業
ま
で
国
産
材
を
使
う
シ
ス
テ
ム

を
作
る
べ
き

・
現
場
で
活
躍
す
る
本
物
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
育
て

て
ほ
し
い

・
1
0
0
名
山
の
よ
う
に
、
森
を
歩
く
50
選
を
普
及

し
て
は
ど
う
か

・
林
野
庁
職
員
自
ら
が「
森
を
歩
く
」を
実
践
す
べ
き

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、「
親
し
む
、
関
わ
る
」と
い

う
面
が
入
口
に
な
る

よ
う
に
と
い
う
意
見
、

林
業
再
生
を
全
面
に

出
す
べ
き
と
い
う
意

見
な
ど
幅
広
い
観
点

で
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
委
員
会
は
、

今
回
を
含
め
３
〜
４

回
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
今
後
、
国

連
へ
の
報
告
、
記
念

会
議
等
に
関
す
る
議

論
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

なぜ今、
国際森林年なのか

国際森林年国内委員会

国
際
森
林
年
国
内
委
員
会
委
員

（
五
十
音
順
）
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12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

第１回
国内委員会
（12/16）

集特 2011国際森林年

国際森林年における主な取組スケジュール

国際生物多様性年との
ブリッジングセレモニー

（石川県、12/18-19）

第9回国連森林フォーラム会合（ニューヨーク,1/24-2/4）
ハイレベル対話（2/2-2/3）
・世界の持続可能な森林経営に係る取組の評価
・国際森林年の立ち上げ
・国際森林映画祭の受賞作品発表

第66回国連総会
（ニューヨーク, 9月）
・活動状況の報告

国際森林年
クロージング
セレモニー

（場所等未定）

国内委員会
の設置

国内委員会の運営・普及事業の実施
（ウェブサイトの設置、企業等との連携等）

みどりの月間
（4/15～5/14）

木づかい推進月間
（10/1～10/31）企業等への説明・

情報交換会
（12/17）

民間企業等
との連携

みどりの
感謝祭

（５月上旬）
〈東京都〉

第62回
全国植樹祭
（５/22）

〈和歌山県田辺市〉 第35回
全国育樹祭
（11/20）
〈奈良市〉

国際森林年
記念会議の開催

昨年の様子

新庄総合公園会場
（プレイベントの様子）

平城宮跡会場

【凡例】

国際森林年において新たに行う取組

既存の事業の活用による国際森林年への取組
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未
来
に
向
か
っ
て
日
本
の
森
を
活
か
そ
う

　

世
界
の
森
林
減
少
は
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
の
10
年
間

に
世
界
で
減
少
し
た
森
林
面
積
は
、
日
本
の
国
土
の
約
１
・
５
倍
に
も
上
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
南
米
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で
の
減
少
が
著
し
く
、
地
球
環
境
全
体
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
国
際
協
力
等
に
よ
り
、
そ
の
歯
止
め
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
は
国
土
の
約
７
割
が
森
林
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の

基
盤
と
な
り
う
る
資
源
を
豊
富
に
有
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
国
際
森
林
年
を
契
機

と
し
て
、
国
民
の
森
林
へ
の
理
解
と
参
加
が
高
ま
れ
ば
、
我
が
国
の
森
林
資
源
を
未

来
に
向
か
っ
て
十
分
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

日本の森林資源は今

　我が国の森林蓄積は、この40

年あまりで２倍強（H19.3.31 現

在）になりました。特に、戦後の

植林により整備してきた人工林は

５倍に達するレベル（S41：558

百 万m3→H19：2,651百 万m3）。

人工林面積を年齢別にみると、そ

の35%が木材に利用できる年齢

になっており、10年後には６割に

届く見込みです。引き続き間伐等

の手入れが必要ですが、利用資源

は増加してきています。人工林か

ら生み出された木材が建築材等に

使われていくことが私たちの生活

に欠かせない水源のかん養など機

能が十分に発揮される元気な森林

をつくることにつながります。

　かつて里山では、住民が森林から様々な生活の糧を得ていま

した。伐採した木を建築材に利用することはもちろん、薪や落

葉を採取して燃料・肥料に利用したり、キノコを栽培したりす

るなど、生活面で人と森林は密接に関わってきました。しか

し、建築様式の変化、石油中心の燃料消費などにより、そのか

かわりは薄くなりました。

里山の暮らしと森林

世界の森林とは課題が異なります

●木材供給量の推移(用材・薪炭材)

Ｓ30 
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Η2 
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7 
(95) 

12 
(2000) 

17 
(05) 

資料：林野庁業務資料
注1：各年の３月31日現在の数値である.
注2：四捨五入の関係で、総数と内訳の計は必ずしも一致しない。

資料：林野庁「木材需給表」
注１：国産材は国産用材としいたけ原木の合計である。
注２：薪炭材は国産薪炭材と輸入薪炭等の合計である。
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4,040
4,432

滋賀県野洲市
（大正元年頃）

（平成21年）

写真提供：滋賀森林管理署
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集特 2011国際森林年

育成の時代から活用の時代に入った我が国の森林資源には、

多様な価値があり、人と森林や木の新たなかかわりが期待されます。

新エネルギーへの活用
　かつての薪炭から石炭、石油へと主要燃料は転

換してきましたが、二酸化炭素の排出による気候変

動が深刻な問題となっています。こうした中、近年

再生可能なエネルギーの利用が注目されています。

　木質バイオマスは、

熱源としての利用が広

がりつつあり、石炭火

力発電所での混合利用

も始まっています。ま

た、 木 質 バ イ オ エ タ

ノールは新エネルギー

として製造実証が進め

られています。

コンクリート空間
から木の空間へ
　木には温かみがあ

り、癒し効果があり

ます。木造校舎での

インフルエンザによ

る学級閉鎖発生率は

鉄筋コンクリート造

校舎より小さいとい

うデータもあり、健

康素材（ケアマテリア

ル）として有用です。

社会貢献活動で森にかかわる
　近年盛んになっている社会貢献活動のーつとし

て、森林ボランティア活動は広がりを見せていま

す。平成９年度に277団体だったボランティア団体

数は平成21年度には2,677団体に増加。里山はこ

うした活動のフィールドとなっており、今後もその

広がりが期待されます。
0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

9 12 15 18 21

（団体数）

●森林ボランティア団体数の推移

資料：林野庁「森林づくり活動についてのアンケート」

http://www.fo-society.jp/quarter/

癒しをもたらす
　自然から切り離され、ストレスの多い都市生活

者には心身のバランスを崩す人が少なくありませ

ん。森林ボランティアの活動を通して楽しく汗を

かいたり、森を歩き木とふれあうことによる森林

セラピーの効果が注目されています。

▼「顔見え50選・青ヒバの会」

森林の多様な価値

▲長野県川上村立川上中学校

▲バイオエタノール製造試験装置
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